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序文
このモジュールは、インベントリの詳細を使用して処理を行うプロセスの作成と起動に関するチュートリアル
です。また、API Manager サービスを使用してプロキシ API の作成も行います。
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第  1  章

概要
オーダー管理のチュートリアルでは、アプリケーションの統合を使用して、インベントリの詳細を取得し、マ
ージンとコミッションの詳細を電子メール経由でベンダーとコンシューマに送信するプロセスを作成します。
また、API Manager サービスを使用して管理対象 API の作成も行います。
次の図は、オーダー管理のチュートリアルで行うプロセスを順を追って示しています。
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作業を開始する前に
開始する前に、次のタスクを実行します。
1. Informatica Intelligent Cloud Services アカウントを作成して、アプリケーションの統合サービスとアプ

リケーション統合コンソールサービスにアクセスできることを確認します。アカウント作成方法の詳細に
ついては、Training Program Overview コミュニティの記事の、登録に関するセクションを参照してくだ
さい。

2. アプリケーションの統合にログインし、［参照］ページに移動して、参照リストから［プロジェクト］を選
択します。

3. チュートリアルプロジェクトを作成します。［新規プロジェクト］をクリックして、プロジェクトを作成し
ます。

4. ［チュートリアル］内に、［オーダー管理］フォルダを作成します。［新規フォルダ］をクリックして、フ
ォルダを作成します。

概念
このチュートリアルで作成するアセットと、使用するサービスと概念について説明します。
アセット
サービスコネクタ

サービスコネクタは、Informatica Intelligent Cloud Services のサービスに公開済み API がある場合、そ
のサービスと、ファイアウォール内でまたはクラウドの任意の場所で連携します。このチュートリアルで
は、サービスコネクタを新規では作成しません。代わりに、Swagger JSON ファイルをインポートしてサ
ービスコネクタを作成します。完成したサービスコネクタのインポートも行います。

接続
接続は、サービスコネクタに接続するための設定を定義します。サービスコネクタは、JDBC などのコネ
クタに構築する場合と、このチュートリアルの電卓サービスコネクタのように、自作のコネクタに構築す
る場合があります。プロセスでサービスコネクタを使用するには、まず接続を作成し、次にプロセスに接
続を追加します。

プロセス
プロセスは、ビジネス要件を自動化する命令のセットです。プロセスステップを使用して、タスクを順番
に実行し、複雑な XQuery を使用して情報を取得し、いくつかの基準に基づいた決断などを行うプロセス
を設定します。

サブプロセス
別のプロセスから呼び出されるプロセスです。

概念
フォールト処理

フォールト処理は、プロセスフローの間に発生する例外や予期しない条件を解決するようにプロセスを設
定することを指します。フォールト処理を行うことで、常に予測可能な結果が発生します。
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サービス
アプリケーションの統合

アプリケーションの統合は、API ベースの統合、イベント処理、サービスとプロセスのオーケストレーシ
ョンを実行するために使用できる、Informatica Intelligent Cloud Services のサービスです。

アプリケーション統合コンソール
アプリケーション統合コンソールは、起動されたプロセスインスタンスの詳細な監視やデバッグを実行す
るために使用できる、Informatica Intelligent Cloud Services のサービスです。

API Manager
API Manager は、アプリケーションの統合に組み込まれた、エンタープライズサービスやプロセス用の
API を管理するために、組織が使用するクラウドベースのサービスです。

チュートリアルの目的
このチュートリアルを終了すると、次のタスクを実行できるようになります。
• サービスコネクタと接続をインポートし、それらをプロセスで使用する。
• Swagger JSON URL をインポートし、サービスコネクタを作成する。
• 次のステップを使用するプロセスを作成する。

- 割り当て
- サービス
- 並列パス
- サブプロセス

• プロセス内からサブプロセスを呼び出す。
• エラーのあるプロセスとエラーのないプロセスを起動する。
• フォールト処理を有効にするために、プロセスを更新する。
• Informatica Intelligent Cloud Services API Manager サービスを使用して、管理対象 API を作成する。

チュートリアルの目的       9



第  2  章

オーダー管理プロセスの作成と起
動

Get-Inventory-Detail を呼び出すプロセスを作成します。
次の入力フィールドを受け入れるように、プロセスを設定します。
• 顧客名
• 顧客の電子メール
• 項目名
• 項目数
次の出力フィールドを提供するように、プロセスを設定します。
• オーダーステータス
• オーダー ID
• 項目価格
• オーダー価格

手順 1: サービスコネクタと接続のインポート
サービスコネクタと接続をインポートして、インベントリデータにアクセスします。その後、作成したプロセ
スの接続を使用します。
1. https://network.informatica.com/docs/DOC-17733 に移動して、Get Inventory Detail Connector.zip フ

ァイルをダウンロードします。 
2. アプリケーションの統合にログインして、［参照］ > ［インポート］をクリックします。 

［インポートアセット］ページが表示されます。
3. ［ファイルを選択］をクリックして、Get Inventory Detail Connector.zip に移動して選択します。 

次のアセットをインポートできます。
• Get Inventory Detail（サービスコネクタ）
• Get-Inventory-Detail（接続）

4. ［インポート］をクリックします。 
アセットは、［IW2018］ > ［Shared］フォルダにインポートされます。
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5. ［IW2018］ > ［Shared］の順に移動して、［Get Inventory Detail］と［Get-Inventory-Detail］を選
択します。 

6. メニューから、［コピー先］ > ［チュートリアル］ > ［オーダー管理］を選択します。 
7. ［Get Inventory Detail］サービスコネクタの横で、［アクション］ > ［パブリッシュ］を選択します。 
8. ［Get-Inventory-Detail］接続をクリックします。 

接続が開きます。
9. ［タイプ］を［チュートリアル］ > ［オーダー管理］ > ［インベントリの取得］に設定し、［保存］をクリ

ックします。 
10. ［Get-Inventory-Detail］接続についても 7 を繰り返します。 

手順 2: 新規プロセスの作成
プロセスを作成し、［開始］ステップを使用して、入力フィールドや出力フィールドなどのプロセスの基本プロ
パティを設定します。
1. アプリケーションの統合で、［新規］をクリックします。 
2. ［新しいアセット］ダイアログボックスで、［プロセス］ > ［プロセス］の順に選択し、［作成］をクリッ

クします。 
プロセステンプレートが表示された、Process Designer が開きます。

プロセスに［開始］ステップと［終了］ステップがあります。［開始］ステップと［終了］ステップの間に
論理ステップを追加する必要があります。

手順 2: 新規プロセスの作成       11



3. ［開始］ステップをクリックします。 
プロセスのプロパティセクションが表示されます。

4. ［全般］タブを選択し、次のプロパティを入力します。 
a. ［プロジェクト］の横にある［選択］をクリックし、［チュートリアル］ > ［オーダー管理］の順にフ

ォルダを移動して選択します。 
b. ［説明］フィールドに、「複数のサービスを使用して、顧客の詳細に基づいたオーダーステータス、オ

ーダー ID、項目価格、およびオーダー価格を取得」と入力します。 
5. ［開始］タブを選択し、次のプロパティを入力します。 

a. ［バインディング］リストで、［HTTP/SOAP］を選択します。 
バインディングプロパティは、プロセスの起動方法を定義します。

b. ［許可されたロール］の横で［サービスコンシューマ］と指定します。 
サービスコンシューマのロールが割り当てられているユーザーのみが、プロセスサービスの URL にア
クセスし、プロセスを起動できます。

c. ［実行］リストで、［Cloud Server］を選択します。 
［開始］タブの［適用対象］フィールドまたは［実行］フィールドは変更しないようにします。
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6. ［入力フィールド］タブを選択して、以下のフィールドを追加します。 

名前 タイプ 必須
CustomerName Text ○
CustomerEmail Text ○
ItemName Text ○
ItemCount Integer ○

これらの値は、プロセスの起動時のランタイムに入力します。
7. ［出力フィールド］タブを選択して、以下のフィールドを追加します。 

名前 タイプ
ステータス テキスト
OrderID テキスト
ItemPrice Number
OrderPrice Number

プロセスを起動すると、次の出力が表示されます。
8. ［詳細］タブを選択し、［トレースレベル］を［詳細］に設定します。 

トレースレベルが詳細に設定されている場合、アプリケーション統合コンソールはすべてのステップを記
録します。これは、プロセスのデバッグを行う必要がある場合に便利です。

9. ［全般］タブを選択し、［名前］フィールドに「オーダー管理」と入力します。 

手順 3: インベントリの詳細の取得
サービスステップを使用して、インポートした Get-Inventory-Detail 接続を追加します。
1. ［サービス］ステップをクリックし、［開始］ステップと［終了］ステップの間のキャンバス上にドラッグ

します。 
ステップのプロパティセクションが表示されます。

2. ［サービス］タブを選択し、次のタスクを実行します。 
a. ［サービスタイプ］を［接続］に設定します。 
b. ［接続］を［チュートリアル］ > ［オーダー管理］ > ［Get-Inventory-Detail］に設定します。 
c. アクションを［getInventoryDetail］に設定します。 

3. ［入力］タブを選択して、入力フィールド［項目名］を、タイプ［フィールド］、値［ItemName］で追加
します。 

4. ［全般］タブを選択し、［名前］フィールドに「インベントリの詳細の取得」と入力します。 

手順 3: インベントリの詳細の取得       13



次の図は、［インベントリの詳細の取得］ステップの［サービス］タブを示します。

手順 4: 出力の設定
［割り当て］ステップを使用して、以前に定義した出力フィールドに値を割り当てます。

1. ［割り当て］ステップをクリックし、［インベントリの詳細の取得］ステップと［終了］ステップの間のキ
ャンバス上にドラッグします。 

2. ステップのプロパティセクションで［割り当て］タブを選択し、次の出力フィールドに値を割り当てます。 

ターゲット 値の種別 値
ステータス コンテンツ オーダーを承りました。
OrderID 計算式 infa:getProcessId()
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ターゲット 値の種別 値
ItemPrice フィールド item > sellprice
OrderPrice 計算式 $output.ItemPrice*$input.ItemCount

3. ［全般］タブを選択し、［名前］フィールドに「オーダー詳細の割り当て」と入力します。 
4. ［保存］をクリックします。 
5. ［検証］ボタンをクリックします。エラーがない場合には、［保存］をクリックします。 

エラーがある場合は、修正してプロセスを保存します。

手順 5: プロセスの起動
プロセスを起動して、［自分のプロセス］ページでランタイムの詳細を表示します。
1. ［アクション］ > ［プロパティの詳細］をクリックします。 

［オーダー管理の詳細のプロパティ］ウィンドウが表示されます。
2. サービス URL をコピーします。 
3. テキストエディタを開き、サービス URL に次の入力パラメータを追加します。 

<Service URL>?
CustomerName=TestConsumer&CustomerEmail=testconsumer@mailinator.com&ItemName=item1&ItemCount=2
次の URL は、入力パラメータを指定したサンプルのサービス URL です。
https://na1.ai.dm-us.informaticacloud.com/active-bpel/rt/Order_Management?
CustomerName=TestConsumer&CustomerEmail=testconsumer@mailinator.com&ItemName=item1&ItemCount=2

手順 5: プロセスの起動       15



4. ブラウザを開き、入力パラメータを指定したサービス URL を貼り付けます。入力を求められたら、
Informatica Intelligent Cloud Services の資格情報を入力します。 
次の出力が表示されます。
{"Status":"オーダーを承りました。","OrderID":"178749969799331840","ItemPrice":50.0,"OrderPrice":100.0}

5. アプリケーションの統合で、左側のナビゲーション領域の［自分のプロセス］をクリックします。 
プロセスが成功したことが表示されます。
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第  3  章

マージンサービスへの接続
マージンサービスを使用して、オーダーのマージンと販売コミッションを計算します。
Swagger JSON URL をインポートして、次の URL で入手できる、サービスにアクセスするサービスコネクタ
を作成します。
https://na1.ai.dm-us.informaticacloud.com/active-bpel/rt/Calculate_Margin_Service
次に、サービスコネクタ用の接続を作成します。

手順 1: マージンサービスへのサービスコネクタの作成
Swagger URL を使用して、マージンサービスにアクセスします。
1. アプリケーションの統合で、［新規］をクリックします。 
2. ［新しいアセット］ダイアログボックスで、［サービスコネクタ］ > ［サービスコネクタパターン］ > 

［Swagger からの作成］の順に選択し、［作成］をクリックします。 
3. ［WSDL からの新規コネクタ］ダイアログボックスの［WSDL ソース］タブに次のプロパティを入力し、

［新規］をクリックします。 

プロパティ名 プロパティコンテンツ
名前 マージンの詳細の取得
プロジェクト チュートリアル > オーダー管理
説明 https://na1.ai.dm-us.informaticacloud.com/active-bpel/rt/Calculate_Margin_Service?

Swagger のマージンサービスにアクセス
WSDL ソース https://na1.ai.dm-us.informaticacloud.com/active-bpel/rt/Calculate_Margin_Service?

Swagger
ユーザー名 testuser2
パスワード password2#
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4. ［サービスと操作］タブを確認して、［次へ］をクリックします。 
5. ［サマリ］タブで［完了］をクリックします。 

サービスコネクタが表示された状態で Process Designer が表示されます。
6. ［保存］ > ［パブリッシュ］をクリックします。 

手順 2: 接続の作成
マージンの詳細の取得サービスコネクタの接続を作成します。
1. アプリケーションの統合で、［新規］をクリックします。 
2. ［新しいアセット］ダイアログボックスで、［接続］ > ［接続］の順に選択し、［作成］をクリックします。 
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接続テンプレートが表示された、Process Designer が開きます。
3. ［プロパティ］タブに次の情報を入力します。 

プロパティ名 プロパティコンテンツ
名前 Get-Margin-Detail
プロジェクト チュートリアル > オーダー管理
説明 マージンの詳細の取得 SVC の接続。
タイプ チュートリアル > オーダー管理 > マージンの詳細の取得
実行日時 Cloud Server または任意の Secure Agent
hostName na1.ai.dm-us.informaticacloud.com:443
ユーザー名 testuser2
パスワード password2#

4. ［保存］ > ［パブリッシュ］をクリックします。 
必要に応じて、［メタデータ］タブの接続メタデータを表示します。

手順 2: 接続の作成       19
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第  4  章

マージンの詳細サービスを追加す
るためのプロセスの変更

一時フィールドを作成し、そこに含まれるフィールドに値を割り当てます。次に、Get-Margin-Detail 接続を
プロセスに追加します。

手順 1: 一時フィールドの追加
［マージンの詳細の取得］接続への入力として機能する一時フィールドを作成します。

1. アプリケーションの統合で、［オーダー管理］プロセスを開き、［開始］ステップを選択します。 
2. ［一時フィールド］タブを選択し、次のプロパティを設定してフィールドを作成します。 

• 名前: InventoryDetails
• タイプ: タイプをさらに表示 > 定義された接続タイプ > チュートリアル > オーダー管理 > Get-Margin-

Detail > Calculate_Margin_ServiceRequest
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［Calculate_Margin_ServiceRequest］に含まれる 4 つのフィールドは、割り当てステップにオプションと
して表示されます。

手順 2: 値の割り当て
Calculate_Margin_ServiceRequest フィールドには、4 つのフィールドが含まれています。それぞれのフィー
ルドに値を割り当てる必要があります。
1. ［オーダー詳細の割り当て］ステップを選択し、［割り当て］タブをクリックします。 
2. 次のフィールドに値を割り当てます。 

ターゲット 値の種別 値
InventoryDetails > ItemCostPrice フィールド Item > costprice
InventoryDetails > ItemCount フィールド ItemCount
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ターゲット 値の種別 値
InventoryDetails > ItemSellingPrice フィールド Item > sellprice
InventoryDetails > SalesCommissionInPercentage フィールド Item > commission

手順 3: マージンの詳細を取得するためのプロセスの設定
Get-Margin-Detail 接続をプロセスに追加します。
1. ［サービス］ステップをクリックし、［オーダーの詳細の割り当て］ステップと［終了］ステップの間のキ

ャンバス上にドラッグします。 
ステップのプロパティセクションが表示されます。

2. ［サービス］タブを選択し、次のタスクを実行します。 
a. ［サービスタイプ］を［接続］に設定します。 
b. ［接続］を［チュートリアル］ > ［オーダー管理］ > ［Get-Margin-Detail］に設定します。 
c. アクションを［Calculate_Margin_ServiceOperation］に設定します。 

3. ［入力］タブを選択し、値［フィールド］ > ［InventoryDetails］を［本文］フィールドに割り当てます。 
4. ［全般］タブを選択し、［名前］フィールドに「マージンの詳細の取得」と入力します。 

手順 3: マージンの詳細を取得するためのプロセスの設定       23
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第  5  章

電子メールサービスへの接続
電子メールサービスのコネクタと接続を作成します。この接続は、コンシューマやサービスプロバイダに電子
メールを送信するプロセスで後から使用します。
Swagger URL を使用して、次のサービスに接続します。
https://na1.ai.dm-us.informaticacloud.com/active-bpel/rt/Email_Service.
次に、サービスコネクタ用の接続を作成します。

手順 1: 電子メールサービスへのサービスコネクタの作成
Swagger URL を使用して、電子メールサービスへのサービスコネクタを作成します。
1. アプリケーションの統合で、［新規］をクリックします。 
2. ［新しいアセット］ダイアログボックスで、［サービスコネクタ］ > ［サービスコネクタパターン］ > 

［Swagger からの作成］の順に選択し、［作成］をクリックします。 
3. ［WSDL からの新規コネクタ］ダイアログボックスの［WSDL ソース］タブに次のプロパティを入力し、

［新規］をクリックします。 

プロパティ名 プロパティコンテンツ
名前 電子メールサービス
プロジェクト チュートリアル > オーダー管理
説明 https://na1.ai.dm-us.informaticacloud.com/active-bpel/rt/Email_Service service を

使用して電子メールを送信
Swagger ソース https://na1.ai.dm-us.informaticacloud.com/active-bpel/rt/Email_Service?swagger
ユーザー名 testuser2
パスワード password2#
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4. ［サービスと操作］タブを確認して、［次へ］をクリックします。 
5. ［サマリ］タブで［完了］をクリックします。 

サービスコネクタが表示された状態で Process Designer が表示されます。
6. ［保存］ > ［パブリッシュ］をクリックします。 

手順 2: 電子メール接続の作成
電子メールサービスコネクタ用の接続を作成します。
1. アプリケーションの統合で、［新規］をクリックします。 
2. ［新しいアセット］ダイアログボックスで、［接続］ > ［接続］の順に選択し、［作成］をクリックします。 
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接続テンプレートが表示された、Process Designer が開きます。
3. ［プロパティ］タブに次の情報を入力します。 

プロパティ名 プロパティコンテンツ
名前 Email-Service
プロジェクト チュートリアル > オーダー管理
説明 電子メールサービス SVC への接続。
タイプ チュートリアル > オーダー管理 > 電子メールサービス
実行日時 Cloud Server または任意の Secure Agent
hostName na1.ai.dm-us.informaticacloud.com:443
ユーザー名 testuser2
パスワード password2#

4. ［保存］ > ［パブリッシュ］をクリックします。 
必要に応じて、［メタデータ］タブの接続メタデータを表示します。

手順 2: 電子メール接続の作成       27



28       第 5 章: 電子メールサービスへの接続



第  6  章

サブプロセスの作成
電子メール接続を使用して、コンシューマやベンダーに電子メールを送信するプロセスを作成します。このプ
ロセスは、オーダー管理プロセスに追加すると、サブプロセスになります。

手順 1: 新規プロセスの作成
プロセスを作成し、［開始］ステップを使用して、入力、出力、一時フィールドなどのプロセスの基本プロパテ
ィを設定します。
1. アプリケーションの統合で、［新規］をクリックします。 
2. ［新しいアセット］ダイアログボックスで、［プロセス］ > ［プロセス］の順に選択し、［作成］をクリッ

クします。 
プロセステンプレートが表示された、Process Designer が開きます。

3. ［開始］ステップをクリックします。 
プロセスのプロパティセクションが表示されます。

4. ［全般］タブを選択し、次のプロパティを入力します。 
a. ［プロジェクト］の横にある［選択］をクリックし、［チュートリアル］ > ［オーダー管理］の順にフ

ォルダを移動して選択します。 
b. ［説明］フィールドに、「電子メールサービスを使用して電子メールを送信」と入力します。 

5. ［開始］タブを選択し、次のプロパティを入力します。 
a. ［バインディング］リストで、［HTTP/SOAP］を選択します。 

バインディングプロパティは、プロセスの起動方法を定義します。
b. ［許可されたロール］の［匿名アクセスを許可］を選択します。 
c. ［実行］リストで、［Cloud Server］を選択します。 

［開始］タブの［適用対象］フィールドまたは［実行］フィールドは変更しないようにします。
6. ［入力フィールド］タブを選択して、以下のフィールドを追加します。 

名前 タイプ 必須
EmailAddress Text ○
メッセージ Text ○
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7. ［一時フィールド］タブを選択し、次のプロパティを持つフィールドを追加します。 
• 名前: InventoryDetails
• タイプ: タイプをさらに表示 > 定義された接続タイプ > チュートリアル > オーダー管理 > Email-

Service > Email_ServiceRequest

8. ［詳細］タブを選択し、［トレースレベル］を［詳細］に設定します。 
トレースレベルが詳細に設定されている場合、アプリケーション統合コンソールはすべてのステップを記
録します。これは、プロセスのデバッグを行う必要がある場合に便利です。

9. ［全般］タブを選択し、［名前］フィールドに「電子メールの送信」と入力します。 

手順 2: 出力の設定
定義した出力フィールドに値を割り当てます。
1. ［割り当て］ステップをクリックし、［電子メールの送信］ステップと［終了］ステップの間のキャンバス

上にドラッグします。 
ステップのプロパティセクションが表示されます。
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2. ［割り当て］タブを選択して、入力フィールドに次の値を割り当てます。 

ターゲット 値の種別 値
電子メール > メッセージ フィールド メッセージ
電子メール > SendTo フィールド EmailAddress

3. ［全般］タブを選択し、［名前］フィールドに「電子メールの作成」と入力します。 

手順 3: 電子メール接続の追加
電子メールサービス接続をプロセスに追加します。
1. ［サービス］ステップをクリックし、［電子メールの作成］ステップと［終了］ステップの間のキャンバス

上にドラッグします。 
ステップのプロパティセクションが表示されます。

2. ［サービス］タブを選択し、次のタスクを実行します。 
a. ［サービスタイプ］を［接続］に設定します。 
b. ［接続］を［チュートリアル］ > ［オーダー管理］ > ［Email-Service］に設定します。 
c. アクションを［Email_ServiceOperation］に設定します。 

3. ［入力］タブを選択し、値［フィールド］ > ［電子メール］を［本文］フィールドに割り当てます。 
4. ［全般］タブを選択し、［名前］フィールドに「電子メールサービスの呼び出し」と入力します。 

手順 3: 電子メール接続の追加       31



第  7  章

メインプロセスへのサブプロセス
の追加

オーダー管理プロセスに、電子メールの送信プロセスを追加します。コンシューマやベンダーに電子メールを
送信する必要があります。これを行うには、2 つのブランチを持つ並列パスステップを追加し、各ブランチに
サービスステップを追加します。1 つ目のブランチはコンシューマに電子メールを送信し、2 つ目のブランチ
はベンダーに電子メールを送信します。

手順 1: 並列パスステップの追加
2 つのブランチを持つ並列パスステップを、オーダー管理プロセスに追加します。
1. アプリケーションの統合で、［オーダー管理］プロセスを開きます。 
2. ［並列パス］ステップをクリックし、［マージンの詳細の取得］サービスステップと［終了］ステップの間

にドラッグします。 

手順 2: 各並列パスへのサブプロセスの追加
両方のブランチに電子メールの送信プロセスを追加します。1 つ目のブランチは、コンシューマに電子メール
を送信します。2 つ目のブランチは、ベンダーに電子メールを送信します。
1. ［サブプロセス］ステップをクリックし、1 つ目のブランチにドラッグします。 

ステップのプロパティセクションが表示されます。
2. ［プロセス］タブを選択し、［電子メールの送信］プロセスを選択します。 
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3. ［入力フィールド］タブを選択して、以下のフィールドを追加します。 

フィールド名 フィールドの型 フィールド値
EmailAddress コンテンツ testconsumer@mailinator.

com
メッセージ 計算式 fn:concat ("Dear ", 

$input.CustomerName, ".ご注
文ありがとうございます。", 
"お客様のオーダー ID は", 
$output.OrderId, "です。7 日
以内にお届けいたします。")

XQuery の concat()関数を使用して、電子メールメッセージを作成します。
注: ［f(x)］をクリックして式エディタを開き、入力した XQuery 式を参照します。

4. ［全般］タブを選択し、［名前］フィールドに「コンシューマへの電子メールの送信」と入力します。 
5. ［サブプロセス］ステップをクリックし、2 つ目のブランチにドラッグします。 

ステップのプロパティセクションが表示されます。
6. ［プロセス］タブを選択し、［電子メールの送信］プロセスを選択します。 

手順 2: 各並列パスへのサブプロセスの追加       33



7. ［入力フィールド］タブを選択して、以下のフィールドを追加します。 

フィールド名 フィールドの型 フィールド値
EmailAddress コンテンツ testvendor@mailinator.co

m
メッセージ 計算式 fn:concat ("オーダーを承り

ました。オーダー ID は",
$output.OrderId, "です。記
録のために、以下に詳細を記
載します。", " 総利益: ", 
$output.Calculate_Margin_Se
rviceResponse[1]/
MarginBeforeCommission ,".
販売コミッション: ",
$output.Calculate_Margin_Se
rviceResponse[1]/
SalesCommission,".コミッシ
ョンを差し引いた利益: ", 
$output.Calculate_Margin_Se
rviceResponse[1]/
MarginAfterCommission )

注: ［f(x)］をクリックして式エディタを開き、入力した XQuery 式を参照します。

8. ［全般］タブを選択し、［名前］フィールドに「ベンダーへの電子メールの送信」と入力します。 
9. ［保存］ > ［パブリッシュ］をクリックします。 
次の図は、プロセスのキャンバスを示します。
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第  8  章

変更したオーダー管理プロセスの
起動

2 つの入力パラメータのセットを使用して、変更したプロセスを起動します。
まず、次のパラメータ化した URL を使用して、プロセスを起動します。
<service URL>?CustomerName=TestConsumer&CustomerEmail=testconsumer@mailinator.com&ItemName=item1&ItemCount=2
起動が成功すると、コンシューマとベンダーに電子メールが送信されます。
その後、次のパラメータ化された URL を使用して、プロセスを起動します。
<service URL>?CustomerName=TestConsumer&CustomerEmail=testconsumer@mailinator.com&ItemName=Newitem1&ItemCount=2
項目名「Newitem1」が存在せず、フォールトが表示されます。

手順 1: プロセスの正常な起動
1. ［アクション］ > ［プロパティの詳細］ > ［サービス URL のコピー］をクリックします。 
2. ブラウザに、次のパラメータ化されたサービス URL を貼り付けます。 

<service URL>?
CustomerName=TestConsumer&CustomerEmail=testconsumer@mailinator.com&ItemName=item1&ItemCount=2

成功の応答が表示されます。

コンシューマとベンダーに電子メールが送信されます。
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手順 2: プロセス起動によるフォールトの発生
フォールトを発生させる項目名 newitem1 を使用してプロセスを起動すると、プロセスがフォールトになりま
す。［自分のプロセス］ページで、エラー応答とプロセスの状態を参照します。
1. ブラウザに、パラメータ化された次のサービス URL を貼り付けます。<service URL>?

CustomerName=TestConsumer&CustomerEmail=testconsumer@mailinator.com&ItemName=newitem1&ItemCount=2 
HTTPS 400 エラーの応答が返されます。

電子メールは、コンシューマにもベンダーにも送信されません。
2. ［自分のプロセス］タブを選択します。 

プロセスが［フォールト］の状態になっています。

3. プロセス ID をクリックします。 
［プロセスビューの詳細］ページが表示されます。「newitem1」が存在しないために、［インベントリの詳

細の取得］ステップでプロセスにフォールトが発生したことがわかります。
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第  9  章

フォールト処理の有効化
プロセス設計を改善するために、インベントリの詳細の取得ステップに対するフォールト処理を有効化します。

手順 1: フォールト処理の有効化
インベントリの詳細の取得サービスステップで、フォールト処理を設定します。
1. ［オーダー管理］プロセスを開き、［インベントリの詳細の取得］ステップを選択します。 

ステップのプロパティセクションが表示されます。
2. ［フォールト処理］タブを選択し、［フォールトの取得］を有効にします。 

ステップから 2 つの収束ブランチが表示されます。下のブランチは、フォールトが発生した場合のパスを
示します。上のブランチは、フォールトが発生しない場合のパスを示します。

手順 2: 「フォールトなし」ブランチの設定
ブランチ上で、すべてのステップをインベントリの詳細の取得の後に移動して、「フォールトなし」ブランチを
設定します。
1. ［オーダー詳細の割り当て］ステップをクリックして、「フォールトなし」ブランチにドラッグします。 
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2. ［終了］ステップを除くすべてのステップで、step 1 (ページ 37)を繰り返します。ステップの順序は変更
しないようにします。 

手順 3: 「フォールト」ブランチの設定とプロセスの起動
プロセスを設定して、「項目の在庫がありません。ご不便をおかけして申し訳ございません」のメッセージが、
エラーの際に HTTPS エラーコードの代わりに表示されるようにします。
1. ［割り当て］ステップをクリックして、インベントリの詳細の取得ステップの「フォールト」ブランチにド

ラッグします。 
ステップのプロパティセクションが表示されます。

2. ［割り当て］タブを選択し、［ステータス］フィールドの［値］を［コンテンツ］>［項目の在庫がありま
せん。ご不便をおかけして申し訳ございません。］にして追加します。 
エラーが発生した場合、メッセージ［項目の在庫がありません。ご不便をおかけして申し訳ございません］
が HTTPS 400 エラーの代わりに表示されます。

3. ［保存］ > ［パブリッシュ］をクリックします。 

4. パラメータ化された次の URL をブラウザに貼り付けます。 
<Service URL>?
CustomerName=TestConsumer&CustomerEmail=testconsumer@mailinator.com&ItemName=newitem1&ItemCount=2
ブラウザに次のメッセージが表示されます。

5. ［自分のプロセス］をクリックします。プロセスが［フォールト］ではなく［完了］になっています。 
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第  1 0  章

管理対象 API の作成
API Manager の Informatica Intelligent Cloud Services サービスを使用して、オーダー管理プロセスの管理
対象 API を作成します。管理対象 API を使用して、プロセスを起動します。
API Manager の完全なヘルプについては、次のドキュメントを参照してください。
https://network.informatica.com/onlinehelp/IICS/prod/APIMgr/en/index.htm

手順 1: 管理対象 API の作成
1. Informatica Intelligent Cloud Services で、［マイサービス］をクリックし、［API Manager］サービスを

選択します。 
API ドメイン名の選択が求められます。デフォルト名のままにして、［保存］をクリックします。

2. ［API レジストリ］ページで、REST プロトコルを使用する［Order_Management］プロセスの横で、
［アクション］ > ［管理対象 API の作成］をクリックします。 

管理対象 API が正常に作成されました。
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手順 2: 管理対象 API の起動
管理対象 API の URL を使用して、オーダー管理プロセスを起動します。
1. ［オーダー管理］の横で、［アクション］ > ［URL のコピー］をクリックします。 

URL は次のようになります。
https://apigw-pod1.dm-us.informaticacloud.com:8243/t/sonia.domain1.com/Order_Management/1.0.0

2. URL にパラメータを追加します。 
URL は、次のようになるはずです。
https://apigw-pod1.dm-us.informaticacloud.com:8243/t/sonia.domain1.com/Order_Management/1.0.0?
CustomerName=TestConsumer&CustomerEmail=testconsumer@mailinator.com&ItemName= item1&ItemCount=2

3. この URL をブラウザに貼り付けます。 
アプリケーションの統合のサービス URL を使用してプロセスを起動したときと同じ結果になります。
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